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研究背景：食品ロス

参考文献
国際連合食糧農業機関(FAO)「世界の食料ロスと食料廃棄」https://www.jaicaf.or.jp/fileadmin/user_upload/publications/FY2011/food_loss_report.pdf 3

世界の食品ロスの現状

・生産された食料の３分の１が廃棄

問題

・自然環境の悪化

・ごみ処理場のひっ迫

・人口増加による食料危機
出所：FAO



参考文献
農林水産省 「食品ロスとは」 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/161227_4.html

日本の食品ロスの現状
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日本人1人あたりお茶碗1杯分

食品ロス□家庭系食品ロス
事業系食品ロス

出所：農林水産省

本研究は「商慣習」に注目



5参考文献
農林水産省 「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/161227_4-52.pdf

◎「3分の１ルール」
賞味期間の3分の１までに納品

◎「日付逆転問題」

在庫より新しい賞味期限の商品
のみ納品

食品物流の商慣習

出所：農林水産省
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実証実験について

年月表示化による削減効果とは言えない

「日付逆転問題」対策：賞味期限の年月表示化「3分の1ルール」対策：納品期限の緩和

納品期限の緩和による削減効果あり

参考文献
農林水産省 「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/161227_4-52.pdf

出所：農林水産省提供資料
出所：農林水産省



研究の目的

第一目的：年月表示化の食品ロス削減効果を明示

第二目的：最適なフードサプライチェーンの構築

研究方法

・シミュレーションモデルを作成

・廃棄量の傾向を分析

・廃棄量変動の因子を分散分析

7



8

賞味期限の年月表示化について

「製造日から賞味期限までの期間が３か月を超えるものについては年月表示が認められている」

出所：農林水産省
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条件設定

日付逆転問題あり

同じ賞味期限のロットのみ

年月表示可能な同一商品

食品ロスのシミュレーションモデル

パラメータ
(1)小売店の規模

(2)需要量
(3)需要のばらつき

(4)生産間隔

←小売店数を変化させて表現
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使用する式と条件設定

配送センターの在庫量＝必要在庫量＋安全在庫

□ = N □ □＋□ □ N □ □□ =配送センターの在庫量□ =全体の需要量の平均□ =安全係数□ =全体の需要のばらつき□＝小売店数N＝生産間隔
□ □ = □ □ □∗□ = □ □ □∗ （ □∗＝各小売店の需要量の平均、 □∗＝各小売店の需要のばらつき）

条件設定

調達期間なし

欠品率５％

参考文献

勝呂陸男 「適正在庫のマネジメント」 57頁 日刊工業新聞社 2005年
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分散分析・・・・因子の影響が分かる

因子１
賞味期限の表示

(a)年月日表示
(b)年月表示

因子２
パラメータ

(1)小売店の規模
(2)需要量

(3)需要のばらつき
(4)生産間隔

廃棄量

それぞれの因子が影響？

判別方法
影響ありP値＜有意水準５％

影響なしP値≧有意水準５％
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シミュレーションの条件設定

小売店数 4
全体の需要量の平均 2000
全体の需要のばらつき 3
シミュレーション日数 3年

生産間隔 毎日生産
シミュレーション回数 10
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分析結果

年月表示化は廃棄量減少に影響を与えている

賞味期限表示のP値年月表示化による廃棄量変動

2.67×10□□□減少(1)小売店の規模

6.94×10□□□減少(2)需要量の平均

5.71×10□□□減少(3)需要のばらつき

2.15×10□□□減少(4)生産間隔
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(1)小売店の規模を変化させた場合

□ = N □ □ + □ □ N □ □
n=小売店数 □ □ = □ □ □∗□ = □ □ □∗ （ □∗＝各小売店の需要量の平均、 □∗＝各小売店の需要のばらつき）

□∗と□∗が廃棄量に与える影響を明確にする必要がある
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(2)小売店の需要量の平均を変化させた場合
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(3)小売店の需要のばらつきを変化させた場合

需要のばらつきが小さいほど廃棄量が減少する理由

出荷可能になる機会が多い
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(4)工場の生産間隔を変化させた場合
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生産間隔が長いほど廃棄量が減少する理由

「配送センターの在庫量≧小売店の需要量」が多い
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最適なフードサプライチェーンについて

提案①：優先的に年月表示化すべき商品の選別
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削減効果 大 削減効果 大
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②複数企業での配送センターの共有
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③生産間隔が短い場合に年月表示化
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生産間隔が短い工場で年月表示化の効果が高い
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今後の課題

・配送センターとフードバンクの連携

・納品期限の緩和

・賞味期限が短い商品の食品ロス問題
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ご清聴ありがとうございました


